
１．デザイン開発技術

２．情報処理技術

３．精密加工技術

４．製造環境技術

５．接合・実装技術

６．立体造形技術

７．表面処理技術

８．機械制御技術

９．複合・新機能材料技術

１０．材料製造プロセス技術

１１．バイオ技術

１２．測定計測技術

○力学的な動きを司る機構により動的特性を制御する動的機構技術

○具体的には、
・動力利用の効率化や位置決め精度・速度の向上、振動・騒音の抑制、生産
工程の自動化等を達成するために利用される

など

機械制御技術とは・・・

特定ものづくり基盤技術「８．機械制御技術」



川下分野 課題及びニーズ

共通 ア．静音化・低振動化・低発熱化
イ．小型化・軽量化
ウ．高精度化・高速化
エ．高強度・高耐久性
オ．高安全性・高信頼性
カ．生産工程の改善・自動化
キ．高潤滑性
ク．プロセスの省エネルギー化

医療・健康・介護

ア．複雑動作における厳格な安全性・信頼性の保障
イ．高いユーザビリティの実現
ウ．高衛生性の確保

環境・エネルギー

ア．省エネルギー性
イ．低騒音化
ウ．用途に応じた形状

航空宇宙

ア．軽量化・高強度化
イ．信頼性の確保
ウ．低コスト化

自動車

ア．燃費・エネルギー効率の向上
イ．耐久性向上

特定ものづくり基盤技術「８．機械制御技術」 川下製造業者等が抱える課題及びニーズ

川下分野 課題及びニーズ

ロボット

ア．複雑動作における厳格な安全性・信頼性
イ．高いユーザビリティの実現（操作性・生体親和性・
生体適合性等）

ウ．多品種少量生産・不定形物・柔軟物・官能検査
作業への対応

半導体・液晶製
造装置

ア．製造環境の高度清浄化
イ．真空環境への対応
ウ．高温環境への対応
エ．メンテナンスフリー

工作機械

ア．省エネルギー性
イ．高効率性・高機能性
ウ．加工液等への高耐性

流通・物流

ア．ＩｏＴやロボット等の活用による流通分野の生産
性向上

イ．物流システムの高度化



特定ものづくり基盤技術「８．機械制御技術」 高度化目標の達成に資する特定研究開発等の実施方法

技術開発の方向性

（１）技術要素の高度化に対応し
た技術開発の方向性

①静音化・低振動化・低発熱化
②形状・寸法の高精度化
③歯車、工作機器、電気制御機器等の軽量化
④位置決めの高速化・高精度化
⑤部材の高強度化・高耐久性
⑥真空・高温環境耐性
⑦エンドエフェクタ（ロボットハンド等）の汎用化・高機能化

（２）管理技術の改善のための技
術開発の方向性

①真空・高温環境下における加工・プロセス管理
②難削材加工
③切削油等の加工液に対する耐性向上
④加工法の多様化・最適化
⑤シミュレーションの精度向上
⑥開発及び試作の短期化
⑦工作機械の低コスト化、自動化
⑧生産設備・ラインの小型化・省スペース化
⑨安全性・信頼性の向上
⑩ソフトウェアの高度化・応用
⑪システム統合（インテグレーション）技術の高度化・最適化

（３）環境配慮のための技術開発
の方向性

①エネルギー高効率化
②人体への悪影響又は環境負荷の低減
③低発塵化

（４）ＩｏＴ、ＡＩ等を活用した
技術開発の方向性

①センサ技術等を活用した信頼性の高いデータの取得・蓄積
②ＩｏＴ、ＡＩ等の活用による設備等の予知保全・遠隔保守、運用最適化、匠の技のデジタル化等を通じた機械制
御に係る技術開発の効率化・生産性向上

③ＩｏＴ、ＡＩ等の活用による新たなサービス創出



サポイン採択年度 プロジェクト名 研究開発体制

平成25年度
高精度で信頼性の高いアブソリュートエンコーダの
製品化に向けた技術開発

(株)緑測器、(株)エムジー

平成25年度
手術ロボット開発における位置決め技術の高度化
（インテリジェントホルダーの開発）

さいたま商工会議所、慶應義塾大学医学部、
(株)和幸製作所、(株)トップ

特定ものづくり基盤技術「８．機械制御技術」 研究開発事例








